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の し ろ 市 議 会 だ よ り の し ろ 市 議 会 だ よ り

意
見
書
の
提
出

•
秋
田
県
北
部
地
域
秋
期
合
同
要
望
活
動
　

能
代
河
川
国
道
事
務
所
要
望

•
秋
田
県
立
能
代
高
等
学
校
　
創
立
百
周
年

記
念
式
典

•
の
し
ろ
産
業
フ
ェ
ア
２
０
２
５
・
白
神
ね

ぎ
ま
つ
り
２
０
２
５
　
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー

•
第
51
回
能
代
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
総
合
開
会
式

•
二
ツ
井
ふ
く
し
会
30
周
年
記
念
事
業

　
30
周
年
よ
ね
し
ろ
ま
つ
り

•
秋
田
県
北
部
市
議
会
連
絡
協
議
会
総
会
・

研
修
会
・
意
見
交
換
会

•
き
み
ま
ち
の
里
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
マ
ラ
ソ
ン
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
・
開
会
式

•
能
代
山
本
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
　
定

例
会

•
全
国
過
疎
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
２
５

in
と
っ
と
り

•
東
北
電
力
本
店
へ
の
要
望
活
動

•
能
代
山
本
関
東
圏
企
業
懇
談
会

•
秋
田
県
北
部
地
域
秋
期
合
同
要
望
活
動
　

中
央
要
望
・
意
見
交
換
会

•
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
沿
線
市
町
村

建
設
促
進
大
会

•
能
代
市
社
会
福
祉
大
会

•
秋
田
県
北
部
地
域
秋
期
合
同
要
望
活
動
　

東
北
地
方
整
備
局
要
望

•
全
国
過
疎
地
域
連
盟
　
総
会

•
秋
田
県
市
議
会
議
長
会
　
臨
時
会

•
秋
田
県
知
事
と
の
行
政
懇
談
会
・
意
見
交

換
会

•
秋
田
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

定
例
会

•
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
・
運
営
事
業

建
設
工
事
火
入
式

•
秋
田
県
北
部
地
域
秋
期
合
同
要
望
活
動
　

秋
田
県
庁
要
望

•
能
代
山
本
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
　
臨

時
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
代
理
含
む
）

議
長
の
主
な
動
き

議
長
の
主
な
動
き

•
秋
田
県
立
能
代
高
等
学
校
創
立
百
周

年
記
念
祝
賀
会
　
　
　
６
０
０
０
円

•
臨
時
議
員
総
会
懇
親
会
（
能
代
商
工

会
議
所
）
　
　
　
　
　
９
０
０
０
円

•
大
森
三
四
郎
氏
黄
綬
褒
章
受
章
記
念

祝
賀
会
　
　
　
　
　
１
５
０
０
０
円

•
秋
田
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会

「
第
11
回
会
員
大
会
能
代
大
会
」

　
記
念
式
典
、
記
念
講
演
、
懇
親
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
０
０
０
円

•
二
ツ
井
ふ
く
し
会
30
周
年
記
念
式
典

祝
賀
会
　
　
　
　
　
　
７
０
０
０
円

•
秋
田
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
創
立

70
周
年
記
念
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
０
０
０
円

•
株
式
会
社
道
の
駅
ふ
た
つ
い

　
第
９
期
定
時
株
主
総
会
　
懇
親
会
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
０
０
０
円

•
二
ツ
井
・
藤
里
あ
き
ぎ
ん
会

　
懇
親
会
　
　
　
　
　
　
８
０
０
０
円

議
長
の
交
際
費
を
公
開
し
ま
す

議
長
の
交
際
費
を
公
開
し
ま
す

10
月
〜
12
月

《
10
月
〜
12
月
分
》

※
詳
し
く
は
本
庁
舎
１
階
の
行
政
情
報

コ
ー
ナ
ー
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

※
議
長
交
際
費
は
能
代
市
長
の
交
際
費

に
関
す
る
規
定
に
準
じ
て
支
出
し
て

お
り
ま
す
。

　
12
月
15
日
に
開
催
さ
れ
た
委
員
会
で
は
、

前
回
の
協
議
結
果
に
基
づ
い
て
検
討
を
行
っ

た
。

委
員
会
会
議
録
の
公
開

　
　
　
市
が
導
入
し
て
い
る
Ａ
Ｉ
議
事
録
作

成
支
援
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
、
会
議
等
の
音

声
デ
ー
タ
か
ら
文
字
起
こ
し
が
可
能
で
あ
る
。

特
に
手
を
加
え
な
い
ま
ま
だ
と
粗
い
状
態
で

は
あ
る
も
の
の
、
一
定
程
度
の
読
み
取
り
は

可
能
で
、
手
間
が
か
か
ら
な
い
。
こ
れ
を
取

組
の
前
段
と
し
、
議
員
を
対
象
と
し
た
当
該

文
字
デ
ー
タ
の
公
開
を
求
め
る
。

　
　
　
　
　
新
た
な
意
見
に
対
す
る
各
会
派

の
意
見
を
次
回
委
員
会
へ
持
ち
寄
る
こ
と
と

し
た
。

議
会
報
告
会
の
内
容

　
　
　
次
回
の
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
後
の

議
会
で
方
向
性
を
検
討
す
る
べ
き
。

　
　
　
一
般
選
挙
後
の
議
会
に
対
し
て
検
討

を
求
め
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
現
議
会
で
、

現
状
維
持
か
、
変
更
か
に
つ
い
て
、
あ
る
程

度
の
道
筋
を
つ
け
た
ほ
う
が
よ
い
。

　
　
　
市
民
の
意
見
を
広
く
聴
取
す
る
機
会

と
し
て
、
参
加
者
か
ら
の
意
見
聴
取
場
面
を

拡
大
す
る
べ
き
。
こ
う
し
た
改
善
の
取
組
を

進
め
る
か
の
方
向
性
を
現
議
会
で
決
定
し
、

具
体
的
な
内
容
は
一
般
選
挙
後
の
議
会
に
お

い
て
検
討
す
る
形
が
よ
い
。

　
　
　
議
員
個
人
の
意
見
を
、
議
会
報
告
会

の
進
行
に
お
け
る
休
憩
中
の
取
扱
い
と
し
て

発
言
す
る
方
法
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た

考
え
を
一
般
選
挙
後
の
議
会
へ
申
し
送
り
し

て
は
。

　
　
　
　
　
引
き
続
き
協
議
を
進
め
、
新
た

な
資
料
を
各
委
員
に
お
い
て
確
認
し
、
併
せ

て
協
議
す
る
こ
と
と
し
た
。

能
代
市
議
会
基
本
条
例
の
検
証

　
　
　
見
直
し
を
必
要
と
す
る
事
項
は
な
い
。

●
第
７
条
第
２
項
に
つ
い
て

　
　
　
会
派
は
、
同
一
の
理
念
及
び
政
策
を

共
有
す
る
議
員
で
構
成
す
る
と
規
定
さ
れ
て

い
る
が
、
同
一
の
会
派
内
で
、
議
案
に
対
す

る
表
決
が
一
致
し
な
い
な
ど
、
実
際
に
は
遵

守
し
て
い
な
い
事
例
が
散
見
さ
れ
る
。
削
除

ま
た
は
条
文
改
正
を
す
る
べ
き
。

　
　
　
各
議
員
に
お
け
る
個
々
の
考
え
に
従

っ
た
表
決
は
、
政
策
を
著
し
く
異
に
す
る
と

い
う
こ
と
で
な
い
限
り
、
当
該
規
定
に
抵
触

し
な
い
と
解
釈
す
る
。

●
第
10
条
に
つ
い
て

　
　
　
議
会
は
、
委
員
会
に
お
い
て
、
必
要

に
応
じ
て
議
員
間
の
活
発
な
討
議
を
尽
く
し
、

合
意
形
成
に
努
め
る
も
の
と
す
る
と
規
定
さ

れ
て
お
り
、
議
員
間
の
自
由
討
議
の
導
入
に

向
け
、
研
究
を
進
め
る
べ
き
。

　
　
　
　
　
今
回
の
委
員
会
で
出
さ
れ
た
意

見
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
協
議
す
る
こ
と
と

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
阿
部
　
誠
）

　
12
月
定
例
会
で
は
、
５
件
の
意
見
書
案
を

可
決
し
、
関
係
行
政
庁
へ
提
出
し
ま
し
た
。

◆
夜
勤
規
制
と
大
幅
増
員
で
安
全
・
安
心
の

医
療
・
介
護
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書
提

出
に
つ
い
て

◆
ケ
ア
労
働
者
の
処
遇
改
善
の
た
め
、
報
酬

10
％
以
上
の
引
上
げ
を
求
め
る
意
見
書
提

出
に
つ
い
て

◆
介
護
保
険
制
度
の
抜
本
改
善
、
介
護
従
事

者
の
処
遇
改
善
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に

つ
い
て

◆
小
・
中
学
校
給
食
費
の
完
全
無
償
化
の
た

め
に
財
政
支
援
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に

つ
い
て

◆
能
代
産
業
廃
棄
物
処
理
セ
ン
タ
ー
の
液
状

廃
棄
物
入
り
ド
ラ
ム
缶
の
掘
削
除
去
を
求

め
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会

意
見

意
見

意
見

意
見

意
見

協
議
結
果

協
議
結
果

協
議
結
果

　
　
能
代
公
園
内
の
松
く
い
虫
被
害
木
を
伐

採
す
る
た
め
の
委
託
料
の
増
額
理
由
は
。

　
　
松
く
い
虫
が
成
虫
と
な
っ
て
飛
散
す
る

５
月
下
旬
か
ら
６
月
上
旬
の
前
に
伐
採
処
分

を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
例
年
は
当

初
予
算
で
対
処
し
て
い
る
が
、
今
年
度
は
例

年
に
比
べ
被
害
木
が
多
く
、
対
処
期
間
の
確

保
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
追
加
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
能
代
市
水
道
事
業
等
及
び
下
水
道
事
業

の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
、
簡
易
水
道
事
業
に
お
い
て
加
入
手
数

料
を
廃
止
し
、
給
水
装
置
工
事
に
係
る
手
数

料
を
新
設
す
る
理
由
は
。

　
　
負
担
の
公
平
性
を
図
る
観
点
か
ら
、
水

道
事
業
と
同
一
の
内
容
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
簡
易
水
道
加
入
手
数
料
の
徴
収
目
的
等

を
利
用
者
に
説
明
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
資
料
の
配
布
等
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鍋
谷
　
暁
）

産
業
建
設
委
員
会
・
分
科
会

質答質答質答

意
見

意
見

意
見

意
見

意見書…自らの自治体の公益に関する事柄において、当該自治体だけでは対処できない場合など、議会が関係行政庁
などに対して提出できる、議会の意見をまとめた文書のことです。主に、意見書提出の請願や陳情を採択す
べきとした結果を受けて、議員が議案として提案し、可決後提出されます。

■
11
月
10
日
　
岩
手
県
滝
沢
市
　

　
人
口
５
万
４
０
０
０
人

　
議
員
定
数
20
人

自
由
討
議
の
取
組
か
ら
見
え
た
議
会
の
姿

●
現
在
の
取
組

　
﹇
議
論
深
化
の
重
視
﹈
執
行
機
関
へ
の
質

疑
だ
け
で
な
く
、
議
員
同
士
が
「
課
題
と
し

て
討
議
す
べ
き
テ
ー
マ
は
何
か
」
を
徹
底
的

に
議
論
し
、
考
え
の
深
化
を
重
視
し
て
い
る
。

　
﹇
多
様
な
意
見
の
吸
収
﹈
常
任
委
員
外
議

員
を
含
む
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
形
式
の
振
り
返

り
を
実
施
し
、
多
様
な
考
え
方
を
吸
収
し
、

議
会
に
お
け
る
最
終
的
な
決
定
の
材
料
と
し

て
い
る
。

　
﹇
政
策
サ
イ
ク
ル
へ
の
活
用
﹈
決
算
審
査

で
は
、
議
会
の
意
見
を
附
帯
決
議
と
し
て
ま

と
め
、
執
行
機
関
に
示
し
て
い
る
。
予
算
編

成
へ
の
反
映
を
見
据
え
た
「
出
し
っ
ぱ
な
し

に
し
な
い
」
政
策
サ
イ
ク
ル
の
確
立
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

●
今
後
の
取
組

　
議
会
全
体
で
の
意
見
形
成
と
発
信
が
重
要

と
認
識
し
て
お
り
、
市
民
と
の
対
話
か
ら
政

策
提
言
に
結
び
つ
け
る
、
「
市
民
の
ほ
う
を

向
い
た
」
あ
る
べ
き
姿
を
追
求
し
て
い
る
。

　
　
　
❖
　
　
　
　
❖
　
　
　
　
❖

■
11
月
11
日
　
宮
城
県
角
田
市

　
人
口
２
万
６
０
０
０
人

　
議
員
定
数
16
人

自
由
討
議
の
課
題
認
識
と
今
後
の
展
望

●
現
状
の
課
題

　
﹇
議
論
テ
ー
マ
設
定
の
難
し
さ
﹈
共
通
認

識
の
な
い
テ
ー
マ
の
議
論
で
は
、
的
外
れ
な

意
見
や
、
そ
の
場
で
終
結
し
て
し
ま
う
な
ど

の
懸
念
が
あ
る
と
し
て
、
議
員
の
持
つ
情
報

量
の
底
上
げ
や
発
言
内
容
の
真
正
性
確
保
の

重
要
性
を
認
識
し
て
い
る
。

　
﹇
結
果
の
透
明
性
確
保
﹈
「
言
い
っ
ぱ
な

し
」
で
終
結
し
、
具
体
的
な
行
動
や
方
向
性

が
見
え
ず
、
形
骸
化
し
て
し
ま
う
懸
念
を
持

っ
て
い
る
。

●
今
後
の
取
組

　
ま
ず
は
「
や
っ
て
み
よ
う
」
と
踏
み
出
し
、

自
由
な
発
言
を
広
げ
る
工
夫
を
し
て
い
た
。

次
展
開
で
の
活
用
を
目
指
し
、
テ
ー
マ
の
絞

り
込
み
過
程
の
形
成
や
、
議
員
の
知
識
取
得

の
仕
組
み
づ
く
り
等
、
実
効
性
向
上
の
た
め

の
具
体
的
課
題
が
議
員
間
共
有
さ
れ
て
お
り
、

議
会
と
し
て
取
り
組
ん
だ
か
ら
こ
そ
の
成
果

と
言
え
る
。

　
　
　
❖
　
　
　
　
❖
　
　
　
　
❖

■
視
察
を
終
え
て

　
両
市
と
も
議
会
運
営
委
員
に
よ
る
対
応
で
、

同
じ
立
場
で
の
率
直
な
意
見
交
換
と
な
っ
た
。

実
際
の
取
組
に

は
、
議
員
全
員

の
ス
キ
ル
向
上

等
が
前
提
で
あ

り
、
容
易
と
は

決
し
て
言
え
な

い
が
、
今
回
の

視
察
を
参
考
に
、

さ
ら
に
研
究
を

重
ね
た
い
。
　

（
後
藤
　
健
）

議
会
運
営
委
員
会
行
政
視
察
報
告

議
会
運
営
委
員
会
行
政
視
察
報
告

■
視
察
日
程
　
11
月
10
日
〜
11
日
　
　
■
視
察
項
目
　
議
員
間
の
自
由
討
議
に
つ
い
て
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